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岩国市みどりの基本計画（素案）に対するパブリックコメント実施結果及び市の考え方について 

 

１ 募集期間  平成 28 年９月 20 日（火）～平成 28 年 10 月 21 日（金） 

２ 閲覧場所  公園みどり課(本庁舎５階)、情報コーナー(本庁舎２階)、各総合支所農林建設課、各支所、各出張所、岩国市ホームページ 

３ 提出方法  郵送、ファックス、Ｅメール、直接公園みどり課へ提出 

４ 提出者数  提出者数 ７ 人（Ｅメール ２人、直接 ５人） 

及び意見数 意見数 14 件 

       

提出されたご意見の要旨とそのご意見に対する市の考え方をまとめましたので、次のとおり公表します。 

 

番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

１ ■全体の構成について 

○この計画案は、計画に関わりをもっていな

い市民等にとっては、非常に理解し難い構

成になっています。ストーリィ性を持たせ

てください。 

○「第３章 課題整理」は、「第４章 みどり

の将来像と計画の目標」の「４-３．基本

方針」にそって整理されているので、ここ

に入れて取りまとめた方がより系統的に

理解できやすくなります。 

 

 

○「第６章 ゾーン別方針」は、何故「第５

章 実現のための施策」と「第７章 重点プ

ロジェクト」の間に入れているのですか。

「第８章 計画の推進」のように、「第５章 

実現のための施策体系と重点プロジェク

ト」として第５章と第７章をまとめる方が

望ましいです。そこで、「第６章 ゾーン別

方針」は、「第４章 みどりの将来像と計画

 

 

 

 

 

「第３章 課題整理」は「第２章 現況把握」を

受けて整理しておりますので、２章と３章の関

連性を保つために、切り離さない方が分かり易

いと考えております。また、第４章の将来像に

つきましても、３章の課題を受けて、問題解決

のための方針を定める流れとしております。 

 

「第５章 実現のための施策」の内、「第６章ゾ

ーン 別方針」に関連するものは、第６章に「主

な取り組み」として掲載しておりますので、６

章の前に、５章の施策を設定しております。 

また、「第７章 重点プロジェクト」は、「第１章

1-5 計画のねらい」を受けて設定しており、第

４章とは区別して考える必要があると考えてお

ります。 

 

 

 

 

 

原案のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

原案のとおりとします。 

平成 29 年 2 月 9 日 
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の目標」の「４-５．ゾーン別の方針」と

して挿入すべきです。この場合、その次に

「４-６ 公園・街路樹の整備の方針」を置

くことになります。 

○「４－３」も「４－５」も、「将来像」→「課

題」→「整備方針」という構成になり、市民

等は大変理解しやすくなります。 
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番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

２ ■文体・文章について 

○文章は、基本的に「です・ます調」で記述

されていますので、これに統一してくださ

い。ところどころで「である調」が出てき

ます。 

○過去形と現在形の混在を避けてください。

「１-６． 計画策定への取組み」は、基本

的に過去形で記述されていますが。一部現

在形もあります。 

○現況などで数値が出てきますが、必ず年次

を明示してください。図表類にもデータの

年次がないものがあります。必ずデータの

年次を入れてください。 

○文章と図表の数字が一致していないとこ

ろがあります。委員会も事務局ももっと精

読し、確り校正してください。 

○各章の扉の文章は、大変稚拙です。しっか

り修正してください。 

○岩国都市計画区域とか岩国南都市計画区域

という用語が出てきますが、これらを地図上

に示したものを確認できませんでした。も

し、地図上に明記できていないなら、記載し

てください。 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

ご指摘を踏まえ、修正を検討します。 

 

文章は可能な限り「です・ます調」へ統一し

ます。 

 

 

過去形へ統一します。 

 

 

 

出展元や年次を整理します。 

 

 

 

文章と図表の数字を精査します。 

 

 

各章の内容を踏まえ、校正します。 

 

都市計画区域について、地図上への明記を検

討します。 

３ ■「第５章 実現のための施策」と「第８章 計

画の推進」の整合について 

○第５章の幾つかの施策については、「検討

します」という表現になっているにも関わ

らず、ロードマップでは「短期」から実施

するようになっています。第５章を修正す

るか、第８章の表現を工夫してください。 

 

 

「検討します」としております施策についても、

短期の期間中に着手する可能性がありますの

で、ロードマップでは、短期から実施する表現

としています。 

 

 

原案のとおりとします。 
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番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

４ ■第１章のタイトルや文章について 

○「第１章 計画の位置付け」は、「１-３． 計

画の位置付け」もあり、タイトルとして相

応しくないです。第１章の全体を上手く表

現するタイトル、例えば「計画策定の目的、

対象範囲及び進め方」のような表現を検討

してください。 

○1 頁 7 行目の「みどりに対する役割や重要

性は日々高まっています。」の「みどりに

対する役割や重要性」の「に対する」とい

う用語は適切でしょうか。ここは単純に

「の」でいいのではないでしょうか。すな

わち、「みどりの役割や重要性」とした方

が分かりやすいです。 

○「みどりの基本計画とは」という概念が明

確にされる前に、「みどりの基本計画」の

策定の目的が記述されるのは、論理的にお

かしいです。したがって、「(1)背景」とし

て、最後の文章は、「そのために、本市の

貴重な財産であるみどりを守り育て、次世

代につなげていくことが求められていま

す。」で終わるべきでしょう。 

○1 頁下から 7 行目の「その目標と実現のた

めの施策等を内容とするみどりに関する

総合的な計画です。」の「その目標」の「そ

の」は何を指していますか。「その」も位

置は「その実現のため・・・」というよう

に「実現」の前にある方がよくありません

か。 

○1 頁の下から 7 行目は、「みどりに関する総

合的な計画」で下から 4 行目は「みどりと

オープンスペースの全てに関する総合的

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

「計画の策定にあたって」に修正します。 

 

 

 

 

 

「みどりの役割や重要性」に修正します。 

 

 

 

 

 

 

表題を「(1)背景」として、最後の文章は、「～

次世代につなげていくことが求められていま

す。」に修正します。 

 

 

 

 

 

「目標とその実現のための～」に修正します。 

 

 

 

 

 

 

「みどりとオープンスペースに関する総合的

な計画」に修正します。 
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な計画」となっていますが、「オープンス

ペース」はどのような位置付けとなります

か。また、「みどりとオープンスペースの

全てに関する総合的な計画」の「全て」と

「総合的な」はどのような関係になります

か。「の全て」は必要ないのではないです

か。 

○「2 頁の「（１）本計画におけるみどりの定

義」ですが、本計画の対象」というより「本

計画でいう『みどり』とは」の方が適切で

はないですか。また、「１-４．計画の対象

範囲」もあり、「本計画の対象」を使うと

紛らわしいです。文章の「また」、「また」

の後者を「さらに」に置き換えることが望

ましいです。 

○したがって、ここの記述は、以下のように

なります。 

 「本計画でいう『みどり』とは、樹木や草

花といった植物だけでなく、それらを含む

周辺の土地や空間も含みます。また、山

林・河川・海岸などの自然環境だけでなく、

農地・公園・街路樹などの人工的な緑も含

めます。さらに、民有地の庭や花壇等の小

規模な緑についても『みどり』として定義

します。」 

○6 頁の「１-６．計画策定への取組み」は、

基本的に過去形の記述となっていますの

で、現在形で記述されている部分は過去形

に書き直すべきです。この計画策定は、「岩

国市みどりを豊かにする委員会」の審議を

踏まえて策定されているので、この部分を

先に記述することが望ましいです。また、

「岩国市の公園のこれからを考える懇談

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「本計画でいう『みどり』とは、樹木や草花

といった植物だけでなく、それらを含む周

辺の土地や空間も含みます。また、山林・

河川・海岸などの自然環境だけでなく、農

地・公園・街路樹などの人工的な緑も含め

ます。さらに、民有地の庭や花壇等の小規

模な緑についても『みどり』として定義し

ます。」に修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「本計画は、有識者、関係団体、関係行政機

関、市民で構成する『岩国市みどりを豊か

にする委員会』で意見や審議をいただきな

がら策定を進めました。また、本計画を策

定するにあたり、『自治会アンケート調査』

を実施するとともに、併せて『岩国市の公

園のこれからを考える懇談会』、『岩国市の

みどりを考える会』を開催し、広く市民か
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会」、「岩国市のみどりを考える会」を実施

しという表現は適切ではありません。「実

施」は「開催」に置き換えるべきです。し

たがって、以下のように文章を修正するこ

とが望ましいです。 

○「本計画は、有識者、関係団体、関係行政

機関、市民で構成する『岩国市みどりを豊

かにする委員会』で意見や審議をいただき

ながら策定を進めました。また、本計画を

策定するにあたり、『自治会アンケート調

査』を実施するとともに、併せて『岩国市

の公園のこれからを考える懇談会』、『岩国

市のみどりを考える会』を開催し、広く市

民からの意見を把握しました。」 

○「１-６．計画策定への取組み」は、内容

的には、「１-６．計画策定の進め方」の方

が適切ではないですか。 

○「岩国市みどりを豊かにする委員会(改行)

主な内容は、緑地の保全及び緑化の推進、公

園緑地の計画及び整備、その他本計画の目的

を達成するために必要な事項等とします。」

の語尾は、「します。」ではなく、「しました。」

でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

らの意見を把握しました。」に修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１-６．計画策定の進め方」に修正します。 

 

 

「～その他本計画の目的を達成するために必

要な事項等としました。」に修正します。 
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番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

５ ■第２章について 

○「第２章 都市・緑地の現況把握」の扉の文

章「第２章では、本市の自然的条件、社会

的条件、文化的条件などの市の全容を把握

するとともに、森林や公園などのみどりの

現況について整理し、本計画の方向性や施

策を考える基礎的資料として整理します。」

とありますが、「市の全容」の「市の」の記

述は不要であり、第２章のタイトルからし

て「森林や公園などのみどりの現況」のと

ころには「都市部」、あるいは「市街地」も

記述すべきであり、また２つの「整理し」

の一つ目は「分析し」「明らかにし」などの

表現に変えるべきです。余りにも、文章が

稚拙です。 

○ここでは、「みどりを保全するための取組の

現状」についても整理すべきではないでし

ょうか。 

○都市・緑地の現況把握において、一番重要

と考えられる項目について触れられていな

いのは大変遺憾です。「４-４．計画目標の

設定」の「（１）緑被率」は、「山口県が定

める平成 42 年度の市街地（市街化区域内若

しくは用途地域指定区域）の緑地の確保目

標は、岩国都市計画、岩国南都市計画とも

におおむね 30％となっています。」との記

述があります。 

○しかし、25 頁の「（３）都市計画区域内の

緑地現況」では、都市計画区域全体の緑被

率は示していますが、市街化区域内の緑被

率については記述がありません。計画目標

に係る、重要な項目についてきちんと分析

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

「第２章では、本市の自然的条件、社会的条件、

文化的条件などの全容を把握するとともに、市

街地内の緑地の変遷や森林や公園などのみど

りの現況について明らかにし、本計画の方向性

や施策を考える基礎的資料として整理しま

す。」に修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章に「みどりを保全するための取組の現

状」を追加し、整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市街地（市街化区域内若しくは用途地域指定区

域）の緑被率の現況について、整理します。 
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していないということは、計画案策定にお

ける問題意識が希薄だということであり、

大変遺憾です。 

○10 頁の「(3)気候」ですが、このようなデ

ータは基本的に平年値(過去 30 年の平均値

等)を使用すると理解しています。「月別平

均気温と降水量(H26 年)」は、タイトルど

おりに受け取れば、平成 26 年 1 年間の数値

となりますが、このようなデータを使用す

るようでは全体のアウトプットは信用でき

ないと考えます。 

○11 頁の「(1)人口等の推移」ですが、多く

の点で的確な記述ではありません。国勢調

査は 5 年毎に実施されていますが、総務省

統計局は、「平成 27 年国勢調査」と標記し

ますが、「平成 27 年度国勢調査」とはしま

せん。また、平成 27 年の国政調査の人口は、

「136,809 人であり」としていますが、こ

れは未だ速報値であり、確定値ではありま

せんので、そのように記述すべきです。（因

みに、「人口等基本集計結果」の確定値の公

表は、今月 26 日の予定となっています。） 

○この後の記述では、「昭和 60 年以降減少傾

向にあります」として、特に美川、錦の減

少率が高いとしてそれぞれの数値が記述さ

れています。この文章を読む限り、この人

口減少率は、昭和 60 年から平成 27 年にか

けての数値と理解することになりますが、

13 頁の図により減少率は 2005～2010 年に

かけての値ということが示されます。 

○さらに、11 頁の記述では、「高齢化率は平

成 27 年度時点で 29.2％」とありますが、

まだ平成 27 年国勢調査では年齢別人口に

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 10 月 26 日に確定値が公表されまし

た。ご指摘を踏まえ、一部修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 30 年の平均値のデータに修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

「平成 27 年国勢調査」に修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明文と図が整合したものになるように修正

します。 
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ついては公表していませんし、12 頁の「年

齢階層別人口推移」の図からも、高齢化率

は平成 22 年国勢調査のものであることが

わかります。こんなデタラメだらけの報告

書は読むに値しません。 

○また、細かいことですが、和暦と西暦の使い

方を統一すべきです。できれば、和暦の後に

括弧書きで西暦を加えていただきと理解し

やすいです。 

 

 

 

 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

 

 

 

 

修正し、和暦に統一します。 
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番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

６ ■第３章について 

「第３章 課題整理」の扉の文章「第３章では、

前項においてまとめた本市の現況を踏ま

え、みどりの機能に着目して、将来のみど

りのあるべき姿を目指すにあたっての課

題を整理します。」とありますが、これで

は、市民等は先に「第４章 みどりの将来

像と計画の目標」を読まなければなりませ

ん。第３章は、第４章の中に組み込むべき

です。 

○なお、より丁寧な文章としては、「前項」は

「前章」が、「本市の現況」は「本市の都市・

緑地の現況」が望ましいです。 

 

ご指摘を踏まえ、修正します。 

 

「第３章では、前章においてまとめた本市の

都市・緑地の現況を踏まえ、みどりの役割

に着目して、将来のみどりのあるべき姿を

検討するにあたって留意すべき現況と課題

を整理します。」に修正します。 

７ ■第４章について 

○「４-４．計画目標の設定」については、岩

国市独自のより具体的なものを導入して

いただきたい。例えば、緑被率については、

市全体の市街化区域ではなく、それぞれの

都市計画区域の市街化区域を対象とした

ものを示してもらいたい。 

○また、公園については、偏在率が問題にな

っていることから、それを解消するような

計画目標の設定をしてもらいたいです。 

 

 

 

○「みどりや公園に関する満足度」については、

自治会アンケート調査の結果も活用するこ

とが望ましいし、また短い期間で定期的に調

査してもらいたいです。 

 

一方の都市計画区域の市街地だけでまとまっ

た規模のみどりを創出する事は難しいため、市

全体で緑被率を上げることとし、目標値目標数

値を設定しておりますので、それぞれの都市計

画区域での目標値の設定は考えておりません。 

 

公園の配置に偏りがある地域はありますが、今

後は、公園の整備方針を踏まえ、市民のニーズ

や社会情勢の変化、将来のまちづくりの進展に

合せた公園の整備を目指すこととしておりま

す。 

 

「みどりや公園に関する満足度」については、

都市計画マスタープランの改訂時に実施した

アンケートを活用しました。自治会アンケート

は、自治会長を対象に行っておりますが、今後

の計画の進捗管理において、実施することは考

 

原案のとおりとします。 

 

 

 

 

 

原案のとおりとします。 

 

 

 

 

 

原案のとおりとします。 
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えておりませんので、目標設定には活用いたし

ません。次回のアンケートは本計画の評価・見

直し時に実施する予定としております。 
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番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

８ ■幾つかの政策提言について 

○緑被率を確保する手段としては、校庭やグ

ラウンドの芝生化、特に干ばつに強く繁殖

力のある「みやこ」などを導入してもらい

たい。 

○また、緑被率を確保し、また農地の宅地化

を防ぐ手段として、生産緑地の指定などを

検討してもらいたい。 

○この計画案の施策については、所管の公園

みどり課だけではなく、市全体で取り組む

ことになるので、それぞれの施策について

担当の所管課を記載してもらいたい。 

○この計画案では、新たな財源の確保につい

て触れていません。財政制約が厳しくなる

中で計画案の施策を実現して目標を達成

していくには、新たな財源を確保すること

が望まれます。道路・街路に続き、都市公

園にもエリアマネジメント広告の導入が

可能となります（現在法改正が検討されよ

うとしています）。ここでいうエリアマネ

ジメント公告とは、公告収入をまちづくり

や地域の文化やスポーツの振興等に使う

場合に許される広告活動です。 

○また、中小水力発電、風力発電、太陽光発

電などの地域の自然を活かした再生可能

エネルギー、あるいは産業の副産物として

出てくる水素エネルギーを活用した電力

や熱供給事業なども、新たな財源確保の手

段として検討されることを期待したい。 

 

ご意見は、具体的な政策のご提言であり、本計

画に反映するものではありませんが、平成 22

年度から進めております都市公園の芝生化事

業の中で検討したいと考えております。 

緑被率の確保のために、農地の生産緑地の指定

までは考えておりません。 

 

この計画の施策は、市民、企業・団体、行政が

一体となって取り組むのと考えており、所管課

を記載をするものではないと考えています。 

 

ご意見は、具体的な政策のご提言であり、本計

画に反映するものではありませんが、貴重なご

意見として、今後に活かしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見は、具体的な政策のご提言であり、本計

画に反映するものではありませんが、貴重なご

意見として、今後に活かしてまいります。 

 

原案のとおりとします。 

 

 

 

原案のとおりとします。 

 

 

原案のとおりとします。 

 

 

 

原案のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原案のとおりとします。 
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番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

９ 由宇地域まちづくりビジョンに提案している

防災公園は、由宇川が決壊した場合を想定した

時、また航空機事故発生の場合、市民の生命を

守るために必要な施設です。 

通津地区を含む広域での計画として、工業団地

の高潮被害の際の非難場所としても必要と考

えられますので、将来を見据えた観点からも

「公園の整備を行う」との項目を追加して欲し

い。 

本計画では、公園の整備につきましては、第４

章の公園の整備方針において「市民のニーズや

社会情勢の変化、将来のまちづくりの進展に合

わせた公園の整備を目指す」としております

が、具体的な施策を掲載することとはしており

ません。 

 

原案のとおりとします。 

 

10 ６－３海沿いゾーン 

由宇地域まちづくりビジョンに提案している

防災公園は、由宇川が決壊した場合を想定した

時、市民の生命を守るために必要な施設です。 

通津地区を含む広域での計画として、又、工業

団地の高潮被害の際の非難場所としても必要

と考えられますので、将来を見据えた観点から

も「公園の整備を行う」との項目を追加して欲

しい。 

本計画では、公園の整備につきましては、第４

章の公園の整備方針において「市民のニーズや

社会情勢の変化、将来のまちづくりの進展に合

わせた公園の整備を目指す」としております

が、具体的な施策を掲載することとはしており

ません。 

 

 

原案のとおりとします。 

 

11 ６－３海沿いゾーンについて 

由宇地域まちづくりビジョンに提案している

防災公園は、由宇川が決壊した時や、通津地域

を含む高潮被害、及び将来起こるであろう南海

トラフ地震による津波から市民の命を守る避

難場所として絶対に必要です。 

防災避難場所として、「公園の整備を行う」と

の項目をぜひ追加して欲しい。 

本計画では、公園の整備につきましては、第４

章の公園の整備方針において「市民のニーズや

社会情勢の変化、将来のまちづくりの進展に合

わせた公園の整備を目指す」としております

が、具体的な施策を掲載することとはしており

ません。 

 

原案のとおりとします。 
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番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

12 由宇地域まちづくりビジョンに防災公園とし

て提案している「６－３海沿いゾーン」は、近

い将来予想されている南海地震の際の避難先

として、又高潮や由宇川が決壊した時の避難先

として市民の生命を守る為に必要な施設です。 

通津地区を含む広域での避難場所としても必

要と考えられます。 

又、普段は子供、市民の憩いの場、健康増進の

為の遊歩道としても利用出来るので将来を見

据えた観点からも、「公園の整備を行う」との

項目を追加して下さい。 

本計画では、公園の整備につきましては、第４

章の公園の整備方針において「市民のニーズや

社会情勢の変化、将来のまちづくりの進展に合

わせた公園の整備を目指す」としております

が、具体的な施策を掲載することとはしており

ません。 

 

原案のとおりとします。 
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番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

13 自然災害の多い日本列島に防災公園は必須条

件 

１．防災だけに使わない公共施設、中途半端に

しない事。 

２．ハコモノによる Running Cost を追求する

付帯設備とする。 

 ①多目的 Area･････集客力を上げる。雨天可

能 

  Indoor Sport、Event、体育館と同等の集

客設備となる。 

  ※例．周防大島の「ながうら」Tennis３面

あるが巾が各２ｍ狭い。 

 ②温水 Pool（発電 Panel で供給） 

  高齢者支援設備の最たるもの「医者いら

ず」 

  Swimming（３コース） Walking in Woter

（２コース） 

  ※南岩国の「SSS」 

 ③Ground まわり 

  Walking、Running Course、+Cycling 

 ④収納設備の拠点施設にする事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画では、公園の整備につきましては、第４

章の公園の整備方針において「市民のニーズや

社会情勢の変化、将来のまちづくりの進展に合

わせた公園の整備を目指す」としております

が、具体的な施策を掲載することとはしており

ません。 

ご意見は、具体的な政策のご提言であり、本計

画に反映するものではありませんが、貴重なご

意見として、今後に活かしてまいります。 

原案のとおりとします。 
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番 ご 意 見 市の考え方 対 応 

14 「岩国市みどりの基本計画」に関して意見を

募っていただき、ありがとうございます。 

私は化学物質過敏症という病気で、一般の方

よりも農薬には敏感に反応し、体調の悪くなる

者です。 

そのため、害虫駆除の方法に関心がありま

す。 

農林水産省からの「住宅地などにおける農薬

使用について」の通達に沿い、以下のことに気

をつけていただくよう、お願いいたします。 

・植栽の際は農薬による防除を必要とする病

害虫が発生しにくい植物を選ぶこと 

・農薬を使用する前に、できる限り剪定や捕

殺などで対処すること 

病害虫が発生していないのに、予防的に散布

するということは極力しないでいただきたい

と願っています。 

特に、農薬に敏感な者のいる申し出のあった

地域、保育所、小中学校、高校、病院の近くで

は極力散布しないか、安全性の高い農薬を使用

するようにお願いいたします。（農薬に敏感な

病気の患者から申し出があった地域に関して

は、使用する薬剤は必ず相談ののちに決定して

ください。安全かどうかを一方的に判断するこ

とはやめてください。） 

また、農薬散布の前は絶対に通達をするよ

う、特にお願いいたします。 

ご意見は、具体的な政策のご提言であり、本計

画に反映するものではありませんが、本市の害

虫駆除における農薬の使用については、「住宅

地等における農薬の使用について」（Ｈ25.4.26 

農林水産省・環境省）や「公園・街路樹等病害

虫・雑草管理マニュアル」（Ｈ22 年 5 月/Ｈ26

年１月改定 環境省）などを遵守して実施する

こととしております。 

また、これらの通知・マニュアルは「みどりの

基本計画」策定後、関連部署へ配布する際には、

合わせて通知・マニュアルの写しを配布するな

ど周知してまいります。 

なお「農薬散布」は最小限度の使用に努めてお

り実施する際には、通知・マニュアルを遵守し、

事前周知、散布後の明示を行うなど、引き続き

適切に対処してまいります。 

 

 

原案のとおりとします。 

 


